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I． はじめに

多くの女性にとって化粧は，精神的満足や自尊感
情を高めるための重要な行為だといわれる 1）．それ
に加えて，森地らは，化粧がストレス軽減および生
体防御機能向上に効果のあることを報告している 2）．
しかしながら，多くの病院では，疾病治療を中心と
する生活の中で，化粧への配慮は後回しにならざる
を得ないのが，一般的な状況だと考える．とりわけ
入院が長期化しがちな精神科病院においては，社会
生活から遠ざかる中で，医療従事者だけではなく本
人もまた，化粧に対する関心や欲求そのものが希薄
になり，それがまた，医療者側の化粧への配慮を失

わせて行くという負の循環を生み出してきた．
このような状況の中，大和谷らは，20歳代女性
の慢性統合失調症患者に週 1回の化粧を実施し，化
粧には，陰性症状，協調性，自発性等の改善効果が
あることを報告している 3）．また前田らは，精神科
療養病棟の女性患者を対象に，月 2回，1回 90分
の化粧など整容の機会を設け，参加者の中に「自・
他の関心」や「女性としての生き方を考える」といっ
た変化が認められたことを報告している 4）．
このように，化粧による生理学的および心理・社
会的影響に関する報告がある一方で，それが患者の
入院生活に及ぼす影響を継続的に評価した報告はみ
られない．そこで本研究では，統合失調症により精
神科閉鎖病棟に入院する女性 10名（希望者）を対
象に化粧会を実施し，化粧による日常生活行動
（ADL: activity of daily living）への影響について検討
した．
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II． 方法

1．研究期間
2012年 5月 1日から 2012年 8月 31日まで．

2．対象
精神科 A病院女性閉鎖病棟に入院中で，本人の

希望および主治医の許可が得られた 37歳から 71歳
までの 10名（平均 56.1± 11.5歳）を対象とした．
現入院年数は約 1年から約 40年，平均 10.3±

11.8年である．但し，この中には過去複数回入退院
歴のある人も含まれる（表 1）．

3．実施方法
（1）場所
精神科 A病院女性閉鎖病棟内のデイ・ルームに

て実施した．

（2）化粧方法
本人の従来のやり方を尊重し，希望があれば研究

者が一部または全部を援助した．2ヶ月間の毎日曜
日（計 8回），1人 30分から 60分実施した．使用化
粧品は，下地クリーム，口紅，チーク，アイシャドー
などであり，本人所有のもの，または研究者が準備
した低刺激性（メーカー表示）のものである（図 1）．

4．評価方法
化粧会実施前 1ヶ月間，実施中 2ヶ月間，そして
実施後1ヶ月間の計4カ月間にわたり，1週間に2回，
当該患者の ADLについて継続的に評価した．評価
の指標は，川野らの「日常生活と社会適応能力評価
表」5）を参考にして，参加者の状況に合わせて本研
究用に作成した ADL評価表を用いた（表 2）．これ
は 10のADL項目について，それぞれ 5段階でチェッ
クし，点数が高いほど自立度が高いものと考えた．
参加者個々の ADL評価点は，化粧会実施前 8回分，
実施中 16回分，実施後 8回分それぞれの平均値を各
期間の得点とした．なお，すべての採点を研究に関
与しない同病棟看護師（当日担当者数名）が実施した．

5．分析
化粧会参加者全体の ADL評価点を実施前と実施
中，また実施中と実施後とで比較するために
Wilcoxon符号付順位和検定を行った．
化粧会参加回数と ADL評価点との関係を検討す
るために，相関係数を求めた後，t検定を用いて相
関の有意差検定を行った．
統計ソフトは SPSS for Windows Version 13を使用
し，危険率 5％未満を有意差ありとした．

6．倫理的配慮
研究協力は匿名であること，参加は任意でありい
つでも辞退できること，不参加による不利益の無い
こと，化粧品アレルギー等医学的問題が生じた場合
は医師が対応すること，主治医の許可を得ているこ
と，個人情報管理を徹底すること，以上について文
書および口頭で説明し同意を得た．また，得られた
成果を学会および論文で発表することについても同
意を得た．なお，本研究は A病院研究倫理委員会
および明治国際医療大学研究倫理委員会の承認を得
て行った．

III． 結果

1． 化粧会実施前，実施中，実施後の ADL評価点の
比較
全体として化粧会実施前と実施中との間で有意な図 1　使用化粧品

表 1　参加者の年齢および入院期間

参加 A B C D E F G H I J

年齢（歳） 60 37 49 69 64 49 56 64 71 42

入院年数 1 5 1 6 40 10 20 6 5 9
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上昇を認めた（p＝ 0.004）．また，実施中と実施後
との間でも有意な上昇を認めた（p＝ 0.008）（図 2）．

2．ADL評価点（化粧会実施中）と化粧会参加回数
との関係
参加者 10名の ADL評価点と化粧会参加回数との

関係では，ADL評価点が高い人のほうが，化粧会
参加回数が少ない傾向を認めた（r＝－0.64，p＝
0.046）（図 3）．

IV． 考察

入院が長期化する中で，しだいに化粧など，他人
を意識して身なりや身辺を整えようとする気持が希
薄になる人は多い．平松らは，「私的場面」に比べ 
「公的場面」において化粧はより重視されることか
ら，化粧を施す生活場面には対人相互作用が前提に
なっている，と述べている 6）．つまり化粧は人間関
係の存在を前提とする行為であり，したがって入院
生活で化粧が軽視される背景には，そこでの人間関

表 2　日常生活行動（ADL）評価表
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係の希薄さが想定される．人間関係の希薄さはホス
ピタリズム誘発要因のひとつと考えられるため，化
粧への関心の低下とホスピタリズムとの間には，密
接な関係があるのかもしれない．
今回，10名の ADL評価点の順位に関しては，化

粧会実施前・実施中・実施後においてあまり違いは
なかった（図 2）．その中で，ADL評価点の高い人に，
化粧会への参加回数が少ない傾向がみられた（図 3）．
これは，もともと ADL自立度の高い人は，今回の
取り組みを契機に，看護師による連続した援助がな
くても自主的に化粧をするようになったためである．
一方，ADL自立度が比較的低かった人は，化粧を
するにあたって，看護師による連続した機会づくり
と援助を必要としていた．特別な援助がなくても，
心おきなく化粧のできる雰囲気づくりだけでよい人
もいれば，看護師による継続的な援助が必要な人も
いる，それは他の看護援助と同じことだと感じた．
全体的な評価としては，化粧会を実施する前と比

較して，化粧会実施中の ADL評価点の上昇が認め
られた．さらに，化粧会実施後も化粧を続けていた
のは 5名だけあったが，全体の ADL評価点はさら

に上昇した（図 2）．宇山らは，化粧には「人に会
いたくなる」や「何かしたくなる」といった人間関
係における積極性や気持を外向的にさせる効果のあ
ることを報告しているが 7），今回，こうした化粧の
効果が生活全般に刺激を与え，ADLの改善をもた
らしたと考える．また平松は，化粧基準とは，人が
化粧の程度や内容を選択するときに考慮する基準で
あり，個人の中に内在化するものであると定義した
うえで，この「化粧基準」の構造について，所属す
る社会や集団に具体的な基準が存在し，つねに周囲
の他者の外的情報を取り入れながら，自らの化粧を
調整している，と述べている 8）．つまり，「化粧基準」
は他者のまなざしをダイナミックに自己に取り込み
形成されるものであり，したがって，化粧には，他
者のまなざしの中に自らを相対的に位置づけるとい
う，すなわち「社会性」を回復させる作用があるの
だと考える．今回は希望者 10名に対して 2ヶ月間
だけの取り組みであったが，今後はより多くの女性
患者が，本来の生活のように化粧ができる，病棟環
境をつくっていきたい．

V． 研究の限界

今回の研究では，観察者の主観が影響する行動評
価を，その日に担当する看護師数名により実施した．
そのため評価の確度に問題があることは否めない．
したがって次回からは，全ての期間を通じて，決め
られた複数の観察者が採点することで，より正確な
評価を行っていきたい．
また，対象となる方達の「化粧会」参加を知らな
い第三者によるブラインド評価が実施できれば，さ
らに客観的な評価ができるものと考える．ただし，
これについては，プライバシー保護が重視される精
神科閉鎖病棟では難しいところである．今後はこれ
らの課題を解決し，多くのデータを集めることで，
ADLに及ぼす化粧の効果を明らかにしていきたい．

VI． 結語

本研究のきっかけのひとつに，一昨年度に看護学
生が同病棟で実施した卒業研究がある．そこでは，
学生が女性患者 7名に対して，1名につき 2日から
3日連続して 1回 1時間程度の化粧を実施し，直後
にインタビューを行い，患者の反応を検討した．そ
の結果，活動意欲に乏しく自室で過ごすことの多
かった患者が，「化粧をしたり綺麗にすると気持に
メリハリが出る」と述べ，さらに自発的に病院外へ
買い物に出かけるようになった．また，いつも堅い

図 3　参加者 10名の ADL評価点（化粧会実施中）と化粧会
参加回数との関係

図 2　参加者 10名の化粧会実施前・実施中・実施後の ADL
評価点の推移
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表情で他者に拒否的だった患者が，「綺麗なんや私
は，昔はいつも化粧をしていた」と穏やかな表情で
学生と会話する様子がみられた 9）．今回においても，
例えば A氏は，毎朝化粧をするようになり，自ら
季節にあった色の化粧品を購入し，さらに他患者に
化粧をすすめるといった場面も見られるようになっ
た．他の参加者についても程度の差はあれ，それぞ
れ化粧をする以前と比べて，生活全般に明るく積極
的になったように感じられる．
今回の取り組みを通じて私達は，あらためて女性

にとっての化粧の影響力と，それをあきらめないこ
との大切さを認識した．そして女性患者の化粧への
潜在的ニーズにも気づかされた．化粧は統合失調症
を持つ女性の現実感覚を回復させ，ADLを改善す
る可能性がある．

本研究は，平成 24年度明治国際医療大学学内研
究助成を受けて実施した．
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